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Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
指
宿

地
区
青
年
部
は
５
月
１

日
、
指
宿
市
立
指
宿
小
学

校
近
く
の
水
田
で
、
同
校

の
児
童
・
保
護
者
と
田
植

え
を
行
い
ま
し
た
。
約
70

人
が
参
加
、
児
童
は
裸
足

で
水
田
に
入
り
、
大
人
と

一
緒
に
苗
を
手
で
植
え
ま

し
た
。
秋
葉
泰
光
指
宿
地

区
青
年
部
長
は
「
子
供
た

ち
に
実
体
験
を
と
お
し

て
、
農
業
に
つ
い
て
知
っ

て
ほ
し
い
。」
と
話
し
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
毎

年
、
同
校
の
保
護
者
と
協

力
し
、
管
理
作
業
を
実
施

し
て
、
10
月
頃
に
は
稲
刈

り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
市
喜
入
地
区
で

５
月
20
日
か
ら
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
の
出
荷
が
始
ま
り

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
喜
入
野
菜

部
会
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
専

門
部
の
上
篭
末
廣
副
部
長

（
67
）
の
畑
で
も
、
早
朝

か
ら
夫
婦
で
収
穫
し
、
箱

に
詰
め
て
Ｊ
Ａ
選
果
場
へ

運
び
ま
し
た
。
上
篭
さ
ん

は
「
今
年
は
例
年
と
比
べ

て
小
振
り
だ
が
、
糖
度
は

良
い
。
消
費
者
に
甘
く
て

新
鮮
な
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

を
食
べ
て
欲
し
い
。」
と

話
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
で
は

専
門
部
員
約
50
人
で
共

販
数
量
45
ト
ン
・
金
額

１
２
５
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
収
穫
作
業
は

５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

スイートコーンを収穫する上篭さん

苗を植える児童

スイートコーン初出荷

ＪＡ青年部員が地域の児童と田植え
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Ｊ
Ａ
は
４
月
20
日
、

南
九
州
市
知
覧
町
の
㈱

Ｊ
Ａ
食
肉
か
ご
し
ま
南

薩
工
場
で
第
１
回
Ｊ
Ａ

い
ぶ
す
き
肉
牛
枝
肉
共

進
会
及
び
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
管

内
か
ら
29
頭
の
出
品
が

あ
り
、
肥
育
農
家
・
関

係
者
約
50
名
が
研
鑽
を

積
み
ま
し
た
。
参
加
者

は
共
進
会
後
、「
牛
肉

販
売
の
現
状
」
に
つ
い

て
研
修
を
受
け
、
肉
用

牛
肥
育
経
営
の
一
層
の

向
上
に
役
立
て
よ
う
と

熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
え
い
さ
つ
ま
い
も
専

門
部
は
５
月
25
日
、
南
九

州
市
頴
娃
町
の
釜
蓋
神
社

で
え
い
も
ち
ゃ
ん
（
品
種

ベ
ニ
サ
ツ
マ
）
の
初
荷

出
発
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
同
部
員
・
県
・
南
九

州
市
・
Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど

約
80
人
が
参
加
、
今
年
の

豊
作
を
願
い
神
社
へ
え
い

も
ち
ゃ
ん
を
奉
納
し
、
名

古
屋
・
大
阪
方
面
へ
向
か

う
初
荷
の
ト
ラ
ッ
ク
を
見

送
り
ま
し
た
。
か
ご
し
ま

の
農
林
水
産
物
認
証
制
度

（
Ｋ
－
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
認
証
授

与
式
も
行
い
、
サ
ツ
マ
イ

モ
が
認
証
さ
れ
た
同
部
を

代
表
し
て
尾
曲
宰
部
長
へ

認
定
証
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

尾
曲
部
長
は
「
今
年
も
お

い
し
い
サ
ツ
マ
イ
モ
が
で

き
た
。
こ
れ
か
ら
一
年
間
、

生
産
者
が
一
体
と
な
っ
て

安
心
・
安
全
な
作
物
を
消

費
者
へ
届
け
た
い
。」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
は
２
０
１
６
年

度
、
頴
娃
町
で
部
員
92

人
、
サ
ツ
マ
イ
モ
共
販
面

積
90
．
64
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

１
６
７
３
ト
ン
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

４月20日開催
　ＪＡいぶすき肉牛枝肉共進会
　一席　上久保　正治（指宿地区）
　二席　㈲上久保畜産（喜入地区）
　三席　㈲高田畜産（えい地区）
　マーケットニーズ賞
　　　　小川共同農場（山川地区）

４月27日開催
喜入・指宿地区和牛肥育部会肉牛枝肉共進会

　一席　㈲上久保畜産（喜入地区）
　二席　㈲畠久保牧場（指宿地区）
　三席　㈲畠久保牧場（指宿地区）
　マーケットニーズ賞
　　　　石口　勇人（指宿地区）

４月18日開催
山川肉牛経営研究会枝肉共励会
　一席　㈲西元ファーム（山川地区）
　二席（農法）小川共同農場（山川地区）

　三席　㈲西元ファーム（山川地区）
　マーケットニーズ賞
　　　　（農法）小川共同農場（山川地区）

４月26日開催
開聞・頴娃肉牛枝肉共励会
　一席　㈱高田畜産（頴娃地区）
　二席　㈱高田畜産（頴娃地区）
　三席　東川　勝広（開聞地区）
　マーケットニーズ賞　該当なし

テープカットで初荷の出発を祝う関係者

意気込みを語る尾曲部長

一席を受賞した上久保正治さんの
後継者上久保光さん

◎第１回ＪＡいぶすき肉牛枝肉共進会　及び各地区枝肉共進会成績（敬称略）

えいもちゃん初荷出発式

第１回ＪＡいぶすき

肉牛枝肉共進会開催
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　ＪＡは５月27日、南九州市の頴娃文化会館
で第23回通常総代会を開催しました。総代本
人208人・委任状１人・議決権行使書面247
人・合計456人が出席、第１号議案「平成27
年度事業報告、貸借対照表、損益計算書、剰
余金処分案及び注記表の承認について」など
13議案全てが承認されました。役員の補欠選
任についての議案も承認され、指宿地区の理
事に前原六則さん（65）、水迫智弘さん（43）、
湯通堂登さん（64）の３人が選ばれました。
特別決議では、ＴＰＰ協定から農業・農村を
守る運動の継続・強化について、参議院議員
選挙についての２つの議案も承認されました。

補 欠 選 任
された理事

（指宿地区）

（敬称略）

第２3回

通常総代会

水迫　智弘 前原　六則 湯通堂　登
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第２回ＪＡ・山川高等学校
あぐりスクール ２０１６

　ＪＡと県立山川高等学校は５月28日、指宿市の同校で第２回あぐりスクールを実施しました。児童・高
校生・保護者・先生・行政・ＪＡ職員など約50人が参加、児童と高校生が自分たちの育てた野菜を使った
ピザ作りに挑戦しました。参加した大成小学校４年生の別府にこさんは「生地から作るのは難しかったけ
ど、自分たちで作ったピザはとってもおいしかった。」と喜んでいました。あぐりスクールは11月まで毎
月１回開催する予定です。
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女性大学開校式・開聞まち歩き5/18

職員サークル　メンズキッチン

山川地区つどい

5/20

5/12
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　県立山川高等学校は６月４日、
同校で「山高市場」を開催しまし
た。生徒が育てた農産物や手作り
の加工品、地元業者の商品などが
並び、多くの人々が訪れました。
ＪＡもスイカ、ジューシー、冷凍
焼きイモを販売、わずかな時間で
売れ切れる人気でした。

高校生が市場を開く
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職員が被害を受けた施設で
支援活動

ＪＡ職員総決起大会 春カボチャ出荷説明会

　ＪＡグループ鹿児島は、熊本地震で被害を受け
た農業施設などへ職員を派遣しています。ＪＡい
ぶすきからも２名の職員が参加、えい経済課の西
山秀樹職員と中原真吾職員が熊本経済連、ＪＡ菊
池の施設で活動しました。西山職員は「ゴボウの
選果や収穫作業を行ったが、とても感謝して頂
いた。今後の仕事に活かしたい。」と話しました。
中原職員は「現地は今も余震が続いており、継続
的な支援活動が必要だと感じた。」と話しました。

現地で活動した中原職員（左）と西山職員（右）

　ＪＡ野菜部会協議会かぼちゃ専門部会は５月25
日、指宿市のＪＡ開聞集荷場で春カボチャ出荷説
明会を開催しました。開聞地区の部会員・ＪＡ関
係者など約60人が参加、生産者はＪＡとカボチャ
の規格・集荷・検査・生産方法などについて確認
しました。永吉勇一開聞南瓜部会長は「突風や雨
などの悪天候で苦労したと思う。ようやく出荷ま
でたどり着いたが、必ず試し切りをしてから出荷
して欲しい。」と呼びかけました。

　ＪＡは５月12日、指宿市民会館で2016年度職員
総決起大会を開催しました。職員約250人が出席し、
各部門長から事業内容について研修を受け、全員で
新たな事業年度の目標達成を誓いました。また、表
彰伝達では永年勤続者、資格試験合格者などを表
彰、中部支所の宮﨑耕治職員が、県中央会鷹山塾
研修論文「職員間評価制度の提案～キーパーソン発
掘による現場力向上～」を発表しました。

　ＪＡと指宿警察署は５月24日、指宿市山川のＪ
Ａ大山支所で防犯訓練を実施しました。警察署
員・ＪＡ支所職員などが参加、強盗役の同署員が
大声で「金を出せ。」と拳銃やナイフを窓口の女
性職員に突きつけて要求、他の職員は普段から決
めてある役割に沿って行動しました。萩原真人指
宿警察署生活安全刑事課長代理は「強盗が入って
出ていった時間は１分10秒だったが、長く感じた
と思う。決められた役割分担を再認識して頂きた
い。」と総括しました。

窓口でナイフを突きつけ現金を要求する強盗役の警察官

ＪＡ支所で防犯訓練
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　毎日、その日に指宿港・川尻港で水揚げされ
た新鮮な魚を料理の手間が掛からないようにう
ろこや内臓を取ってお店に並べています。６月
のおすすめは旬のイ
サキやキビナゴです。
ぜひ、旬のお魚を食べ
て下さい。

※営業時間のお知らせ
５月１日～８月31日までは、９時～ 19時までとなります。

山下水産（お魚コーナー）
　山下　俊行さん（44）

 　　　　　　美和さん（37）夫婦
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　 こんにちは！クミアイ家庭薬です おたより募集

 
○広報誌「なのはな」へご意見・ご要望などを 
お寄せ下さい。郵便はがきに①郵便番号②住所 
③氏名④年齢⑤意見・要望などを書いて 
上記の宛先まで送って下さい。 
 
※投稿に際して取得した個人情報については、 
本企画以外には使用いたしません。             

送り先 
 

 
 

 
 

 
 

郵便番号８９１－０５１６ 

©よい食P.

○広報誌「なのはな」へご意見・ご要望などをお寄
せ下さい。郵便はがきに①郵便番号②住所③氏名
④年齢⑤意見・要望などを書いて上記の宛先まで
送って下さい。

※投稿に際して取得した個人情報については、
　本企画以外には使用いたしません。
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平
成
28
年
５
月
25
日
、
第
４
回
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
次
の
通
り
協
議
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

○
南
九
州
市
頴
娃
町
地
域
審
議
会
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て

◯
平
成
28
年
度
修
正
要
員
計
画（
案
）に
つ

い
て

◯
平
成
28
年
度
出
資
金
増
資
運
動
実
施
要

領（
案
）に
つ
い
て

◯
購
買
代
金
決
済
及
び
購
買
未
収
金
取
引

要
領（
別
表
）の
一
部
変
更
に
つ
い
て

◯
貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

◯
平
成
27
年
度
末
監
事
監
査
回
答（
案
）に

つ
い
て

【
報
告
事
項
】

・
支
所
・
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
の
強

化（
６
月
分
）に
つ
い
て

・
支
所
・
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
結
果

（
４
月
分
）に
つ
い
て

・
４
月
度
不
祥
事
再
発
防
止
策
の
履
行
状

況
に
つ
い
て

・
自
主
点
検
結
果
集
計
表
つ
い
て（
４
月
分
） 

・
平
成
28
年
度
全
国
監
査
機
構
に
お
け
る

予
備
調
査
、内
部
統
制（
業
務
）監
査（
期

中
Ⅰ
）の
実
施
に
つ
い
て

・
平
成
28
年
度
４
月
末
実
績
に
つ
い
て

・
南
九
州
市
準
備
委
員
会
委
員
の
就
任
に

つ
い
て（
第
75
回
国
民
体
育
大
会
）

・
第
23
回
通
常
総
代
会
に
お
け
る
特
別
決

議（
案
）に
つ
い
て

・
第
23
回
通
常
総
代
会
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
つ
い
て

・
地
区
座
談
会
に
お
け
る
意
見
・
要
望
に

つ
い
て

・
農
政
協
議
会
幹
事
会
・
農
政
協
議
会
の

意
見
・
要
望
に
つ
い
て

・
平
成
29
年
度
職
員
採
用
試
験
の
実
施
に

つ
い
て

・
平
成
28
年
熊
本
地
震
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
支

援
隊
の
募
集
に
つ
い
て

・「
第
３
回
育
て
よ
う
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト（
清
掃
活
動
）」の
実
施
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
対
応
に
つ
い
て

・
平
成
28
年
度
県
下
統
一「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」実
施
要
領

（
案
）に
つ
い
て

・
平
成
28
年
度
年
金
推
進
運
動
実
施
要
領

に
つ
い
て

・
平
成
28
年
度「
年
金
な
か
よ
し
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」実
施
要
領
に
つ
い
て

・「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
春
の
ロ
ー
ン
相
談
会
」実

績
報
告
に
つ
い
て

・
共
済
代
理
店
員
外
契
約
者
の
組
合
員
化

実
施
要
領
に
つ
い
て

・
く
ら
し
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
つ

い
て

・
購
買
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

・
エ
デ
ィ
オ
ン
鹿
児
島
指
宿
店
閉
店
に
伴

う
報
告　

他

　

平
成
28
年
５
月
27
日
、
第
５
回
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
次
の
通
り
協
議
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

◯
平
成
28
年
度
理
事
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

◯
理
事
会
参
与
の
選
任
に
つ
い
て

◯
各
委
員
の
選
出（
案
）に
つ
い
て

◯
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
子
会
社
の
役
員
選
任

（
案
）に
つ
い
て

◯
業
務
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て　

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

【
喜
入
】　

永
　
家
　
モ
　
ヨ
（
89
）

松
久
保
　
ヨ
シ
ヱ
（
96
）

内
木
場
　
良
　
行
（
87
）

【
山
川
】　

中
　
島
　
イ
ツ
子
（
85
）

岡
　
村
　
ミ
ツ
子
（
91
）

岩
　
下
　
　
　
始
（
82
）

山
　
下
　
千
鶴
子
（
103
）

通
　
山
　
ミ
ツ
エ
（
94
）

新
　
村
　
シ
ヅ
ヱ
（
80
）

南
　
　
　
収
　
二
（
50
）

【
開
聞
】　

下
　
川
　
　
　
敏
（
48
）

瀨
　
平
　
エ
　
チ
（
86
）

田
　
中
　
　
　
静
（
90
）

荒
　
田
　
イ
　
ネ
（
96
）

尾
　
野
　
ヲ
ワ
リ
（
89
）

【
頴
娃
】　

橋
　
口
　
德
　
志
（
86
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

　
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
梅
雨
の
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
食
中
毒

や
カ
ビ
な
ど
に
注
意

が
必
要
で
す
。
こ
ま

め
に
部
屋
や
台
所
を

掃
除
・
換
気
す
る
こ

と
で
快
適
に
過
ご
し

た
い
で
す
。
雨
が
多

い
と
気
分
も
滅
入
り

が
ち
で
す
が
、
楽
し

く
過
ご
す
工
夫
を
し

た
い
で
す
ね
。

表紙の写真

（
平
成
28
年
３
月
31
日
～

４
月
30
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

一　

う
つ
う
つ
と
過
ご
す
五
月
の
昼
下
が
り

ケ
イ
タ
イ
に
届
く
曾
孫
の
寝
顔

上
西
園　

ふ
じ
え

二　

震
災
の
前
に
立
ち
寄
り
し
阿
蘇
神
社
初

の
お
み
く
じ
は
孫
に
「
大
吉
」吉

田　

知
佐
子

三　

完
熟
の
ア
ッ
プ
ル
マ
ン
ゴ
ー
匂
い
立
ち

口
に
黄
金
の
味
覚
し
た
た
る柚

木
﨑　

イ
ツ
子

四　

被
災
地
へ
飛
び
て
ゆ
き
し
か
朝
空
に
飛

行
機
雲
の
三
筋
残
り
ぬ

辰
野　

千
鶴
子

五　

た
っ
ぷ
り
と
五
月
雨
そ
そ
ぐ
芋
畝
に
苗

挿
し
終
え
て
夕
べ
見
返
る

吉
元　

美
知
子

六　

白
き
花
い
だ
き
過
ぎ
ゆ
く
わ
が
背
な
に

寂
寥
を
呼
ぶ
葉
ざ
く
ら
の
風吉

永　

多
美
子

七　

学
舎
に
童
と
な
り
て
老
い
仲
間
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
球
追
い
か
け
る片

野
田　

健
一

八　

亡
き
父
母
の
指
紋
し
み
こ
む
鉈
と
鎌
剪

定
の
樹
に
深
く
切
り
入
る

片
野
田　

道
子

九　

Ｇ
７
に
つ
ど
う
外
相
ら
原
爆
の
慰
霊
碑

に
初
の
献
花
を
さ
さ
ぐ

川
畑　

信
子

十　

わ
が
街
は
い
ず
こ
や
ひ
び
の
卵
殻
を
剥

ぎ
つ
つ
な
ぞ
る
断
層
の
線

永
田　

幸
子

五
月
歌
会
詠
草
（
自
由
歌
）

い
ぶ
す
き
短
歌
会

　ＪＡでは女性大学を開校しました。今年で３年連続
となります。毎回カリキュラムを考え、参加者と学び、
楽しい時間を過ごしたいです。



『
体
温
の
正
し
い
測
り
方

に
つ
い
て
』

＜
ご
契

約
例

＞
　
満

期
共

済
金

額
５
０
０
万

円
　
　
火

災
共

済
金

額
５
０
０
万

円
住

宅
物

件
(
木

・
防

火
造

)
　
保

障
期

間
：
５
年

　
１
型

　
年

払
い
(
口

座
振

替
扱

い
)
　
共

済
掛

金
振

替
払

特
約

付
き

※
１
地

震
等

に
よ
る
も
の

を
除

き
ま
す
。
　
※

２
自

然
災

害
に
よ
る
も
の

を
除

き
ま
す
。

※
地
震
等
と
は
、
地
震
、
火
山
の
噴
火
ま
た
は
爆
発
、
地
震
に
よ
る
津
波
の
こ
と
で
す
。

※
割
り
も
ど
し
金
は
、
ご
契
約
後
７
年
目
か
ら
５
年
ご
と
ま
た
は
満
期
時
(共

済
期
間
が
５
年
の
ご
契
約
は
満
期
時
の
み
)に

お
受
取
り
い
た
だ
け
ま
す
が
、
そ
の
都
度
変
動
し
、
経
済
情
勢
な
ど
に
よ
っ
て
は
０
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
お
払

込
み

い
た
だ
い
た
共

済
掛

金
は

、
所

得
税

・
住

民
税

の
「
地

震
保

険
料

控
除
」
の

対
象

と
な
り
、
一

定
の

額
が

所
得

の
金

額
か

ら
控

除
さ
れ

、
所

得
税

と
住

民
税

の
軽

減
を
図

る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
満

期
共

済
金

は
、
一

時
所

得
と
し
て
所

得
税

等
・
住

民
税

の
対

象
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
共

済
掛

金
払

込
方

法
が

振
替

払
特

約
に
よ
る
充

当
に
よ
り
契

約
日

よ
り
１
年

以
内

に
掛

金
総

額
の

5
0
％

以
上

を

払
い
込

ん
だ
場

合
で
、
か

つ
共

済
期

間
５
年

以
下

（
期

間
５
年

を
超

え
る
契

約
で
５
年

以
内

の
解

約
を
含

む
）
の

契
約

の
満

期
共

済
金

等
は

、
2
0
.3
1
5
％

の
源

泉
分

離
課

税
扱

い
と
な
り
ま
す
。

（
所

得
税

等
と
は

、
平

成
4
9
年

1
2
月

3
1
日

ま
で
の

復
興

特
別

所
得

税
を
含

み
ま
す
。
）

●
上
記
の
税
務
上
の
取
扱
い
は
、
平
成
2
6
年
4
月
1
日
現
在
の
法
令
等
に
基
づ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

●
解

約
・
減

額
の

際
に
お
受

取
り
い
た
だ
く
返

れ
い
金

は
、
払

込
共

済
掛

金
の

合
計

額
よ
り
少

な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

【
1
6
4
6
9
9
9
0
0
1
4
】

共
済
掛
金
合
計

4
,7
8
4
,2
8
2

4
,8
2
5
,2
6
3

4
,5
0
2
,0
9
5

4
,5
7
6
,6
1
6

満
期
共
済
金
額
－
共
済
掛
金
合
計

2
1
5
,7
1
8

1
7
4
,7
3
7

4
9
7
,9
0
5

4
2
3
,3
8
4

持
込
資
金

4
,7
8
1
,2
8
2

4
,8
2
2
,2
6
3

4
,4
9
6
,0
9
5

4
,5
7
0
,6
1
6

年
払
掛
金
（
口
座
振
替
扱
い
）

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

住
宅
物
件

共
済
期
間

５
年

共
済
期
間

１
０
年

耐
火
造

木
・
防
火
造

耐
火
造

木
・
防
火
造

＜
共

済
掛

金
振

替
払

特
約

を
活

用
し
た
場

合
＞

　
（
平

成
2
7
年

４
月

１
日

現
在

、
単

位
：
円

）

1
型

火
災

等
で
全

損
の
と
き

5
0
0
万

円

自
然

災
害

で
全

損
の
と
き

5
0
0
万

円

地
震

等
※
で
全

損
の
と
き

2
5
0
万

円

保
障

期
間

：
５
年

間

費
用
共
済
金

・
臨
時
費
用
共
済
金

・
残

存
物

と
り
か
た
づ
け
費

用
共

済
金

・
特
別
費
用
共
済
金

・
失
火
見
舞
費
用
共
済
金

・
損
害
防
止
費
用
共
済
金

等

火
災

や
台

風
だ
け
で
な
く
地

震
の
備

え
も
！

払
込

期
間

：
５
年

間

【
共

済
掛

金
合

計
】

４
，
８
２
５
，
２
６
３
円

満
期
共
済
金

（
5
年
後
）

5
0
0

万
円

＋
割
り
も
ど
し
金

５
年

後

ポ
イ
ン
ト

※

●
お
問

い
合

わ
せ

は
こ
の
資
料
は
概
要
を
説
明
し
た
も
の
で
す
。
ご
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

「
重

要
事

項
説

明
書

（
契

約
概
要

）
」
を
必

ず
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ご
契
約
の
際
に
は
、
「
重
要
事
項
説
明
書
（
注
意
喚
起
情
報
）
」
お
よ

び
「
ご
契

約
の

し
お
り
・
約

款
」
を
必

ず
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
住
ま
い
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
損

害
を
、
ひ
と
つ
の
共
済
で
幅
広
く
保
障
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
保
障
し
ま
す
。
な
お
、
各
共
済
金
の
お
支
払
い
に
は
所
定
の
条
件
と
限
度
額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
震

な
ど
の
自

然
災

害
に
強

い
！

火
災
や
盗
難
な
ど
の
事
故
は
も
ち
ろ
ん
、
台
風
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
損
害
に
も
、
し
っ
か
り
対
応
し
ま
す
。

満
期

共
済

金
が

あ
る
！

掛
け
捨
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
障
期
間
満
了
時
に
、
満
期
共
済
金
を
お
支

払
い
し
ま
す
。

ケ
ガ

に
も
備

え
ら
れ

る
！

火
災

や
自

然
災

害
に
よ
っ
て
、
お
ケ
ガ
や
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
場

合
、
傷

害
共

済
金

を
お
支

払
い
し
ま
す
。

※
お
支

払
い
に
は
、
所

定
の

要
件

が
あ
り
ま
す
。

※
１

※
２

資
金

の
有

効
活

用
と
保
障

が
魅

力
の
プ
ラ
ン
で
す
！

※
２

Ｊ
Ａ
か
ら
の
お
役

立
ち
情

報
。

ま
と
ま
っ
た
資

金
を
眠

ら
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？

※
１

持
込

資
金

年
払

掛
金

お
近
く
の
JA
支
所
窓
口
・

共
済
渉
外
担
当
者
ま
で


